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知的創造サイクルと関連業務

知財創造

権利登録利用活用

知的創造サイクル

発明指導 先行調査戦略指導 開示書面

ネーミング

出願管理

審査管理

他社対応

知財評価

知財診断

発明発掘

他社監視

紛争対応

許諾管理 契約支援

技術移転

マーケティング

知財交渉

知財教育

ファイナンス

商品開発

標準化対応



日本弁理士会の研修

弁理士登録前
・実務修習（法定必修研修）
・時間数：72時間
・科目：弁理士法，特許など業務関連（座学及びｅラーニング）
・受講者数：773名
・国際海外関係：6時間（ＰＣＴ，マドプロ，条約）

弁理士会員
・継続研修制度（法定必修研修）
・時間数：70時間（5年間）
・科目：倫理（10時間），業務必修，業務選択（座学及びｅラーニング）
・研修数：座学398科目，ｅラーニング256科目
・受講者数（述べ）：座学23,323人，ｅラーニング31,761人,述べ129,966H
・国際海外関係：298科目，述べ受講者数14,072人，述べ35,908H
・ビジネス関連：174科目，述べ受講者数5,787人、述べ14,773H

研修数及び受講者数はＨ２４
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望ましい知的財産専門家の要件

（日本弁理士会新人研修テキストH18）

発明創生

権利化

利用活用

紛争処理

・・・・・・・・・・
保証できない！

１．知的創造サイクルに一貫関与する

２．法律と技術素養に基づく知見がある

３．知財の実務を習得している

４．知財のビジネス知識がある

５．知財の国際性に長ける

６．知財の戦略対応ができる

７．バランス感覚を備えている

８．コミュニケーション能力を備える



コンサル・アドバイザー業務

関連業務

本来業務
垂
直
展
開

水平展開（拡充と拡大）

弁理士業務の将来展望研究

よくばり作戦

総合アドバイザーの広報活動

本来業務と関連周縁業務の改革

・発明発掘 ・特許調査 ・特許マップ
・ネーミング ・紛争予防 ・知財管理

・知財戦略 ・知財経営 ・知財評価
・知財流通 ・契約代理 ・知財教育
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（日本弁理士会業務計画H19）

新規高度関連業務の開拓

身近な関連業務の見直し

専権業務の高度化



世界的知財遣り繰人の素養と育成

6

（１）矢理繰り能力
・知財知識
・知財実務
・知財ビジネス
・知財シナプス

（２）グローバル的矢理繰り
・法制レベル
・ビジネス＆カルチャー
・コミュニケーション＆ネットワーク

（３）人材育成
・自然発生→組織的育成
・プロセス＆アドホック


